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令和８年度 第２回 埼玉県地域保健医療計画推進協議会 次第 

 

         日時：令和８年８月２７日（木）１８：００～１９：３０ 

     場所：Teams によるオンライン会議 

 

１ 開 会 

 

 

２ あいさつ 

 

 

３ 議 事 

 （１）埼玉県地域保健医療計画（第８次）の中間見直し骨子（案）について 

（２）埼玉県地域保健医療計画推進協議会設置要綱の一部改正（案）について 

 

 

４ 閉 会 
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埼玉県地域保健医療計画（第８次）の中間見直しについて

医療法第30条の４の規定に基づき策定。令和６(２０２４)年度から令和１１(２０２９)年度の６年間が計画期間。
令和８年度は計画の3年目にあたり、中間見直しの検討を行う時期となる。
医療法の規定や現行計画策定後の社会情勢の変化等を踏まえて、以下の視点から計画の見直しを行う。

① 医療法に基づく見直し
在宅医療、医師確保、外来計画等の新たな指標設定やガイドラインを踏まえた見直し

② ２次医療圏に必要な病床を確保するための基準病床数の見直し
医療圏毎に必要な病床について、地域で議論を行う予定

③ 計画策定後の状況変化に伴う見直し
組み込まれている個別計画等を踏まえた見直し

④ 他計画との整合を図るための見直し
埼玉県５か年計画や埼玉県高齢者支援計画等との整合性を図るための見直し

⑤ 目標達成状況を踏まえた見直し
目標値を達成した指標や取組の方向性の見直し 等

中間見直しの考え方
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埼玉県地域保健医療計画（第８次）の中間見直しについて

見直しスケジュール

6月 8月 １２～１月 2月

見直しの考え方
の確定

指標項目
骨子確定

県民コメントを
踏まえた

見直し案の確定
議案提出

１０月

見直し素案の
確定
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埼玉県地域保健医療計画（第８次）の中間見直しについて

見直し概要節章部

・ 検討中（②基準病床数・必要病床数の見直し）第１節 基準病床数第４章 基準病床数
第１部 基本的
な事項

・ プレコンセプションケアの推進に係る取組としてプレコンサポーター等についての記載を追加
（③プレコンセプションケア推進５か年計画）

第４節 親と子の保健対策
第１章 ライフステージに応じ
た健康づくりとQOLの向上

第２部 くらし
と健康

・ 検討中（③埼玉県がん対策推進計画）第１節 がん医療
第１章 疾病ごとの医療提供
体制の整備

第３部 医療の
推進

・ 検討中（③埼玉県依存症対策推進計画、 ④埼玉県認知症施策推進計画）第４節 精神疾患医療

・ 国の「感染症の予防の総合的な推進を図るための基本的な指針」の改正等に伴う更新
（③感染症の予防のための施策の実施に関する計画）

第５節 感染症医療
第２章 事業ごとの医療提供
体制の整備

・ 国の「在宅医療の体制構築に係る指針」の改正等に伴う更新（①在宅医療）第１節 在宅医療の推進第３章 在宅医療の推進

・ 地域医療構想を削除する案について検討（①地域医療構想）ーー
第４部 地域医
療構想

・ 国から示された医師確保計画策定ガイドラインに基づき、医師確保計画を見直す
（①医師確保）

ー
第１章 医師の確保に関する
事項

第５部 医療従
事者の確保等

・ 県全体の薬剤師数の底上げを図るとともに病院薬剤師の増加を図るため、
薬剤師確保に必要な施策を追加（③薬剤師確保計画）

ー
第２章 医療従事者等の確保
に関する事項

・ 外来医師偏在指標に係るデータ集の数値を更新（①外来医療）
第３節 外来医療の提供状
況

第３章 外来医療に係る医療
提供体制の確保に関する事項

・ 令和７年４月に開始した「かかりつけ医機能報告制度」に関する取組を追加
（③計画策定後の新たな取組）

ー
第４章 かかりつけ医機能確
保に関する事項

・ 地域の医療従事者及びその関係団体の参加のもと設置する「地域フォーミュラリの策定に向けて
検討する場」について追記（③医療費適正化に関する施策についての基本的な方針）

ー
第２章 医療の効率的な提供
の推進

第６部 医療費
適正化計画

見直し予定事項

※見直し概要欄の①～⑤は、Ｐ６の「中間見直しの考え方」にある①～⑤の各項目に対応している。
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安全な食品の提供 計画期間 令和１１年度まで（見直し後の期間は令和９年度から令和１１年度まで）

 基準病床数 検討中（②基準病床数・必要病床数の見直し）

１ 基本的な事項

 ライフステージに応じた健康づくりとＱＯＬの向上

健康づくり対策

親と子の保健対策
・ プレコンセプションケアの推進に係る取組としてプレコンサポーター等についての

記載を追加（③プレコンセプションケア推進５か年計画）

人生の最終段階における医療

２ くらしと健康

埼玉県地域保健医療計画（第８次）の中間見直し骨子（案）について

【指標】健康寿命(６５歳から要介護２以上になるまでの期間）
【指標】日常生活に制限のない期間の平均（年）

【指標】日常生活動作が自立している期間の平均（平均自立期間）
現状値：〔Ｒ５〕 男７９．７年、女８４．１年
目標値：〔Ｒ１１〕男７９．８年、女８４．１年

【見直し内容】
埼玉県５か年計画と整合を図り、より長く健康で自立した生活ができるようにすることが

重要であるため、新たな指標を設定（④県５か年計画）

見直し

【指標】人生の最終段階において望む医療やケアについて話し合ったことがある割合
※ 在宅医療の推進に「再掲」
現状値：〔Ｒ７〕 ３３．１％
目標値：〔Ｒ１１〕検討中

【見直し内容】
人生の最終段階において望む医療やケアについて家族等や医療・介護関係者と話し合って

いただく必要があることから、新たな指標を設定（①在宅医療）

新

【指標】食品関連事業所における製品等の自主検査実施率

【指標】人口１０万人当たりの食中毒事件患者数
現状値：〔Ｒ７〕 ５．０人
目標値：〔Ｒ１１〕４．１人

【見直し内容】
目標値を達成する見込みであり、また、埼玉県５か年計画と整合を図るため、人口１０万人

当たりの食中毒事件患者数とすることで、各自治体における人口規模にかかわらず比較を
可能となることから、新たな指標を設定（④県５か年計画）

見直し

 疾病ごと の医療提供体制等の整備 備

がん医療
・ 検討中（③埼玉県がん対策推進計画）

精神疾患医療
・ 検討中（③埼玉県依存症対策推進計画、 ④埼玉県認知症施策推進計画）

３ 医療の推進

【指標】がん検診受診率(胃がん、肺がん、大腸がん、乳がん、子宮頸がん）

【指標】がんによる年齢調整死亡率
現状値：〔Ｒ６〕 ６４．７／１０万人
目標値：〔Ｒ１１〕検討中

【見直し内容】
埼玉県５か年計画と整合を図るとともに、がんによる死亡者数の減少を図るため、

新たな指標を設定（④県５か年計画）

見直し

【指標】自殺死亡率
目標値：〔Ｒ８〕 １２．６以下／１０万人
➠ 〔Ｒ１１〕 検討中

【見直し内容】
令和８年度までの目標値であったため、埼玉県５か年計画と整合を図り、目標値を設定

（④県５か年計画）

見直し

9

資料１－２



 在宅医療の推進
・ 国の「在宅医療の体制構築に係る指針」の改正等に伴う更新（①在宅医療）

 事業ごと の医療提供体制の整備

災害時医療

感染症医療
・ 国の「感染症の予防の総合的な推進を図るための基本的な指針」の改正等に伴う更新
（③感染症の予防のための施策の実施に関する計画）

【指標】精神病床における慢性期（１年以上）入院患者数
目標値：〔Ｒ８〕 ５，３４９人
➠ 〔Ｒ１１〕 検討中

【見直し内容】
令和８年度までの目標値であったため、令和１１年度までの目標値を設定

（⑤目標年度の見直し）

見直し

【指標】精神病床における入院後３か月時点の退院率
目標値：〔Ｒ８〕 ６８．９％以上
➠ 〔Ｒ１１〕 検討中

【見直し内容】
令和８年度までの目標値であったため、令和１１年度までの目標値を設定

（⑤目標年度の見直し）

見直し

【指標】かかりつけ医認知症対応力向上研修の修了医数
目標値：〔Ｒ８〕 ２，３００人
➠ 〔Ｒ１１〕 検討中

【見直し内容】
令和８年度までの目標値であったため、新たに策定する埼玉県認知症施策推進計画と整合を

図り、令和１１年度までの目標値を設定（④埼玉県認知症施策推進計画）

見直し

【指標】病院のＢＣＰ策定率
目標値：〔Ｒ１１〕 ６５％
➠ 〔Ｒ１１〕 ９０％

【見直し内容】
最新値（Ｒ７：６５．９％）が目標値を上回っていることから、目標値を上方修正

（⑤目標値の見直し）

見直し

【指標】地域連携薬局の認定を取得した薬局数

【指標】在宅患者に対応するかかりつけ薬局の割合
現状値：〔Ｒ７〕 ４６．２％
目標値：〔Ｒ１１〕４９．０％

【見直し内容】
埼玉県５か年計画と整合を図るため、県内保険薬局の半数以上が在宅患者に対応する

かかりつけ薬局として地域での役割・機能を果たすことを目指し新たな指標を設定
（④県５か年計画）

見直し

※ 地域医療構想を削除する案について検討（①地域医療構想）

４ 地域医療構想

【指標】訪問看護ステーションに従事する訪問看護職員数
※ 医療従事者等の確保に関する事項に「再掲」

目標値：〔Ｒ１０〕 ４，３００人
➠ 〔Ｒ１０〕 ５，３５２人

【見直し内容】
最新値（Ｒ６：４，９９２人）が目標値を上回っていることから、目標値を上方修正

（⑤目標値の見直し）

見直し

【指標】感染症専門研修受講者数

【指標】新興感染症への早期対応のため受入体制強化に取り組む医療機関の割合(病床ベース)
現状値：〔Ｒ７〕 １５．６％
目標値：〔Ｒ１１〕７０．０％

【見直し内容】
目標値を達成し、また、埼玉県５か年計画と整合を図るため、新興感染症発生時における

迅速かつ円滑な病床確保を担保する新たな指標を設定（④県５か年計画）

見直し
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 医師の確保に関する事項（医師確保計画）
・ 国から示された医師確保計画策定ガイドラインに基づき、医師確保計画を見直す

（①医師確保）

 医療従事者等の確保に関する事項 『薬剤師確保計画』 を組み込む
・ 県全体の薬剤師数の底上げを図るとともに病院薬剤師の増加を図るため、

薬剤師確保に必要な施策を追加（③薬剤師確保計画）

５ 医療従事者の確保等

【指標】目標医師数（医師偏在指標が全国の下位３３.３％に達するために必要な医師数）
※ 名称変更（現在の指標名「医療施設（病院・診療所）の医師数」）

目標値：〔Ｒ８〕 １６，３４３人
➠ 〔Ｒ１１〕 １６，３６７人

【見直し内容】
令和８年度までの目標値であったため、国ガイドラインに基づき、令和１１年度までの

目標値を設定（①医師確保）

見直し

【指標】専攻医の採用数
※ 名称変更（現在の指標名「専攻医（後期研修医）の採用数」）

目標値：〔Ｒ４からＲ８の累計〕 １，６７０人
➠ 〔Ｒ９からＲ１１の累計〕１，３１４人

【見直し内容】
目標値を達成し、また、令和８年度までの目標値であったため、令和１１年度までの目標値

を設定（①医師確保）

見直し

【指標】就業看護職員数
目標値：〔Ｒ８〕 ７９，８０２人
➠ 〔Ｒ１０〕 ８０，２０４人

【見直し内容】
令和８年度までの目標値であったため、令和１０年度までの目標値を設定
（⑤目標年度の見直し）

見直し

【指標】看護師の特定行為研修修了者
目標値：〔Ｒ１１〕 ６１０人
➠ 〔Ｒ１０〕 ８９９人

【見直し内容】
最新値（Ｒ６：４４５人）を踏まえ、目標値を上方修正（⑤目標値の見直し）

見直し

 外来医療に係る医療提供体制の確保に関する事項（外来医療計画）
・ 外来医師偏在指標に係るデータ集の数値を更新（①外来医療）

  かかりつけ医機能確保に関する事項
・ 令和７年４月に開始した「かかりつけ医機能報告制度」に関する取組を追加

（③計画策定後の新たな取組）

追加

医療の効率的な提供の推進
・ 地域の医療従事者及びその関係団体の参加のもと設置する「地域フォーミュラリの策定に向けて

検討する場」について追記（③医療費適正化に関する施策についての基本的な方針）

６ 医療費適正化計画
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埼玉県地域保健医療計画推進協議会設置要綱の一部改正（案）について

現行改正案

埼玉県地域保健医療計画推進協議会設置要綱

第１～３条（略）

（委員の任期）
第４条 委員の任期は、２年とし、再任を妨げない
２ 補欠のため選任された委員の任期は、前任者の残任期間とする。

第５～１１条 （略）

附 則
１ この要綱は、平成８年６月１４日から施行する。
２ 埼玉県地域保健医療計画推進連絡会議設置要綱（平成元年８月１
日衛生部長決裁）は、廃止する。

（略）

附 則
この要綱は、令和５年６月７日から施行する。

（新設）

埼玉県地域保健医療計画推進協議会設置要綱

第１～３条（略）

（委員の任期）
第４条 委員の任期は、２年とし、再任を妨げない
２ 補欠のため選任された委員の任期は、前任者の残任期間とする。

第５～１１条 （略）

附 則
１ この要綱は、平成８年６月１４日から施行する。
２ 埼玉県地域保健医療計画推進連絡会議設置要綱（平成元年８月１
日衛生部長決裁）は、廃止する。

（略）

附 則
この要綱は、令和５年６月７日から施行する。

附 則
１ この要綱は、令和８年○月○日から施行する。
２ 令和８年１１月３０日に第４条第１項に規定する任期が終了する
こととなる委員の任期は、同項の規定にかかわらず、令和９年３月
３１日までとする。

〇 埼玉県地域保健医療計画推進協議会 設置要綱
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